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第19期第16回常任理事会議事録

日時昭和53年5月1日（月）14．00～16．00

場所気…象庁海洋気象部会議室

出席者　岸保，小平，浅井，朝倉，内田，奥田，門脇，

　　　　杉本，立平，松本，股野．

報告
　〔庶　務〕

　1．　4月3日，第21回国際理論応用陸水会議事務局長

から，同会議開催の通知がきた（8月24日～31目，於京

都国際会館）．

　2．　4月8日，松永記念科学振興財団から，松永賞贈

呈候補者推薦依頼がきた（〆切6月30日）．

　3．　4月10日，トヨタ財団から，トヨタ財団昭和53年

度研究助成等の案内がきた．

　4．　4月19日，幹事学会である日本航空宇宙学会から

「第25回風に関するシソポジウム」の講演募集要項の掲

載方について依頼がきた（11月28日，於宇宙研講堂）．

　5．　4月20日，当学会北海道支部から支部だよりがき

た．

　6．　4月20日，第15回理工学における同位元素研究発

表会運営委員会から，仮プ・グラムの送付およぴ周知依

頼がきた（6月27～29日，於国立教育会館）．

　7．　4月27日，計測自動制御学会から，第4回リモー

トセソシソグシソポジウム開催協賛の依頼がきた（11月

21～22日，於機械振興会館）．

　〔天　気〕

　気象学入門講座第2回を5月号に掲載の予定，調査研

究へのアドバイスは7月号より掲載の予定．

　〔気象研究ノート〕

　第134号新しい数値予報は，初校が終わり5月中に発

刊の予定．

1978年6月

　〔各　賞〕

　奨励金受領候補者募集は，4月号に掲載．特に，各管

区気象台長（支部長）と東京学芸大学島貫陸先生に推

薦方依頼する．

　〔夏季大学〕

　“天気”の講座をテキストに代用する．受講料は据え

置くこととした．

　〔南　極〕

　Polexの解説を，南極，北極共に国立極地研究所の川

口氏に依頼して“天気”に掲載したい．

議　題

　1．　春季大会の準備について

　　　理事長あいさつ，事業経過報告，事業計画等につ

　　　いて原案承認．

　2。　昭和52年度予算決算について

　　　担当理事から原案について説明があり，了承され

　　　た．

　3．

4．

5．

（1）

（2）

昭和53年度予算（案）について

担当理事から原案について説明があり，了承され

た．

昭和54年度当番支部について

福岡が当番に当たるので，あらかじめ事務局から

了解をとることにする．

その他

　第4回リモートセソシソグシソポジウム協賛の

　件は，協賛することを了承．

　第21回国際理論応用陸水会議開催の周知方依頼

について，天気に掲載することを了承．

承認事項　有馬三郎ほか11名の新入会員を承認．
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